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連
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時
機
尚
早

な

る
肚
會
革
命

の
企

階
級

に
就

い
て

・

経
済

と
自

由

・
時

蛤
配

物
債
調
節

問
題

・

一
瞥
業
税
論

…
朗読

苑

租
税
負
括
の
地
方
別
研
究

皿秘

録

一
九
二

一
年
英
領
印
度
勢
働
事
議

小
責
相
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と
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相
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・
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搏
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第
八
+
入
讐

大
正
十

一
年
十
月
獲
行

0

訊
言繭

叢

傳

統

涙

の

計
　會

連

帯

思

想

米

田

庄

太

郎

↓
.

連
帯
主
義

の
淵

源
に
就
て

(

夫

れ
僧
園

に
於

て
肚
會

連
帯

の
思

想
が
特

定

の
意
義

に
解

せ
ら
れ
、
連
帯

主
義

(訂

しq
o
ま
臼
蔚
日
ε

ご
し
て
盛

ん

に
唱
道

さ
れ

て
來

た
の
は
千
八
百
九

十
年
代

か
ら

で

あ
る
。
.殊

に
佛
國
現

代
の

一
大
政
治
家

レ
オ
ン
、

プ
ー
.ル
.ヂ

ヨ
ア

(園

。
口
切
。
嘆
σq
8
ε

氏
が

、
連
帯

思
想

に
關
す

る
論

文
を
、
千
八
百

九
十

⊥
ハ
年

「新

評
論
」

(訂

乞
。
⊆<
亀

。

殉
①
藷
Φ)

に
於

て
公

に

し
、
且

つ
翌
年

之
を

一
冊

の
書

物

([
p
匂D
。
ま
"
鼻
餅

一。。℃
N
)

こ
し

て
刊

行

さ
れ
て
以
來
、

肚
會

連
帯
思
想
は
非

常
な

る
勢
を
以

て
,
佛

國

の
政
治

的
肚

會
的
倫
理
的
思

想
界

に
撮
ま

り
、
ヌ
漱
育
家

は
之
れ

'に
基

い
て
,
新
時

代

の
新

激
賞

の
椹
本
方

針
を
確
立

せ
ん

ε
す

る
に
至

っ
た

。
而

し
て
現
世
紀

に
入
b

て
よ
b
馬
.

論
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四
八
Q

宛
も
第
三
共

和
政
府

の
官
學
説

、
官

許
哲

學

(『

℃
亘

8
0で
眠
o
o
田
n国
包

ε
な
b

つ
〉
あ

る
ε
ま

で

云

は
れ
セ

の
で
あ
る
。

今
グ
「

ル
ヂ

ヨ
ア
氏
に
よ
り
て
、
連
帯
主
義

こ
し
て
唱

へ
出
さ
れ
た
る
が
如
き
形
態
に
於
て
は
、
連
帯
思
想
は

催

に

り
の
新
し
き
肚
會
思
想
ε
見
倣
し
得
ら
れ
る
。
実
れ
は
・科
學
的
方
法
`
倫
理
的
理
想
ご
を
結
合
し
て
、
崇
激

や
.形
而
上
學
を
離
れ
た
新
し
き
立
場
を
ご
り
、
現
代
に
相
懸
し
き
祉
曾
的
政
治
的
倫
理
的
方
針
を
確
立
せ
ん
蓬
す

る
精
脾
か
ら
し
て
、
相
背
反
す
る
.自
由
主
義
ご
肚
會
主
義

ε
の
上
に
立
ち
、
両
者

に
含
ま
る

、
眞
理
を
適
當
に
調

和
せ
ん
ε
す

る
も
の
で
め
る
。
而
し
て
其
の
勲
に
於
て
は
、
大
磯
上
猫
逸
の
敢
曾
政
策
ま
義
ξ

】
致

し
て
居
る
。

併

し
叉

一
定
の
特
有
の
傾
向
を
具

へ
、
去
れ
に
よ
り
て

一
の
根
本
的
特
徴
を
獲
撮
し
て
居

る
。
夫
れ
は
即
ち
国
家

に
關
す

る
思
想
で
あ
る
。
猫
撫
一の
国
家
肚
會
ユ
土
義
者
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
其
他
の
糺肌
曾
敬
策
主
義
も

一
般

に
国

家
の
凋
立
的
存
在
を
認
め
、
或
は
其

の
猫
立
の
権
力
を
認
め
る
が
、
佛
團
の
連
帯
主
義
者
は
国
家
の
獅
立
存
在
も

濁
立
権
力
も
認
め
な

い
。
ゾ
ー
ル
ヂ

ヨ
ア
氏
は
左
の
如
く
述

べ
て
居
る
。

自
然
的
連
帯

の
法
則
の
認
識
は
、
抽
象
的
及
び
先
天
的
な
る
孤
立
人
の
概
念
を
破
壊
す
る
こ
ご
に
於
て
、
同
時

に
叉
同
様

に
抽
象
的
及
ぴ
先
天
的
な
る
国
家
の
概
念
、
即
ち
特
別
な
る
権
利
圭
禮

`
し
て
、
或
は
人
聞
の
服
従
す

る

一
の
優
越
な
る
権
力
ご
し
て
、
人
.間

か
ら
孤
立
し
、
或
は
之
れ
に
勤
抗
す

る
も
の
ε
し
て
の
国
家
の
概
念
を
破

壊
す
る
。

、-



ユ
ス
ヘ

ク

レ
ア

シ
ヨ

ソ

国
家

は
人
間

の
造

れ

る
も

の
の

一
で
あ

る
。

さ

れ
ば

人
間

に
封

ず

る
国
家

の
優

越
椹
な

る
も

の
は
存

在

し
得

な

い
。
権

利
の
圭

膿

こ
な
り
得

る
、
自

然
的
及

び
充

全
的
な

意
味

で

の
實

在
物

の
存
在

し
な

い
腱

に
は
、
権
利

は
存
在

し
な

い
。
経

済
學
者

が
箇

人
的
自

由

の
名

に
於

て
、
肚
倉

主
義
的

国
家
概

念
を
排
斥
す

る
時

に
は
、
彼

等

は
正
當

で
あ

る
。

蕾

に
人
間
團
艦

の
政
治
的
形
態

だ

る
国

家

の
み
な

ら
す

、
飛
禽

即
ち
入
間
團
膿

其
物
も
之

を
構
成

す

る
個
人

の
外

に
あ

b
て
、
現
實

な
る
存
在

を
有
し
、
個

人

の
権

利
に
反
謝
す

る
、
特
殊

な
優

越
権
利

の
主
罷

ざ
な
b
得

る
孤

立
的
實
在

物

で
な

い
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
権

利
義

務
の
問
題

の
起

る
の
は
、
人
聞

ε
國
家

或
は
肚

會

ピ
の

問

の
關
係

に
於

て
穿
は

な
く

、
人
間
相
互

の
問

の
關

係

に
於

て

ゴ
あ

る
。

但

し
夫

れ
は
共

同

の
仕
事

の
爲

め
に

團
結

し
、
共

同
目
的

の
必
要

に
よ
り

て
相

互

に
義
務

を
有
す

る
も

の
ざ
し
て
考

へ
ら
れ

た
る
人
聞

、
相
互

の
問

の
關
係

に
於
て

ゴ
あ

る
。
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四
八
二

之
を
保
持
し
、
違
奏
し
て
、
而
し
て
第
十
九
世
紀

に
於
け

る
耽
會
の
新

し
き
獲
達
に
順
癒
す

る
様
、
之
を
獲
逮
さ

せ
ん
ε
す

る
の
で
あ
る
。
此

の
精
神
に
於

て
も
亦
佛
國
の
連
帯
主
義
は
、
凋
逸
の
国
家
肚
會
主
義
ご
異
な
っ
て
居

る
の
で
あ
る
。

却
説
連
帯
主
義
は

「
思
想
の
歴
史

上
第

†
八
世
紀
の
哲
學
の
獲
達
ε
し
て

叉
佛
蘭
酉
革
命
が
自
由
、
季
等
及

び
同
胞

ご
云
ふ
三

つ
の
抽
象
的
言
葉

の
下
で
対
世

に
第

一
の
公
式
を
典

へ
た
る
政
治
的
及
び
肚
曾
的
理
論
の
完
成

ビ
し
て
」
、
プ
ー
ル
ヂ

ヨ
ア
氏

に
よ
り
.て
唱

へ
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
其
の

「
装
達
」
`
云
は
れ
、
其
の
「
完

成
」

ε
稠
せ
ら
れ
π
る
意
味
を
詳
し
く
吟
味

し
て
見

る
ご
、
連
帯
主
義
は
共

の
哲
學
的
科
學
的
及
び
倫
理
學
的
或

は
法
理
學
的
基
礎
に
於
て
、
文
典
の
實
際
的
主
義

に
於
て
、
第
十
入
世
紀
或
は

「
葦
命
」

の
思
想
の
理
論
的
基
礎

や
、
其
の
實
際
的
主
張
ご
大
に
異
な

っ
て
居
る
。
而
し
て
其
の
差
異

は
、
輩
に
第
十
八
世
紀
或
は

「
革
命
」

の
根

本
思
想
の
自
然
的
獲
達

こ
し
て
解
縛
し
得
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
第
十
九
世
紀
に
於
て
新

に
獲
達
せ
る
反
劃
思
想

の
影
響
に
よ
り
て
、
根
本
的
に
修
正
或
は
改
造
を
加

へ
ら
れ
た
る
も
の
ε
云
ふ
意
味
に
て
の
獲
達
ε
し
て
、
解
羅

さ
れ
る
可
き
も
の
で
あ
る
ε
思
ふ
。

合
舞
十
九
世
紀

に
於
て
獲
逮
せ
る
科
學

の
新
し
き
結
果
や
、
新

し
き
思
想
は
、
総

て
第
十
八
世
紀
の
個
人
主
義
、

自
由
主
義

に
反
劃
す

る
も
の
で
な
い
。
第
十
九
世
紀
闘

の
耐
會
思
想

の
獲
蓬
に
、
殊

に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し

た
る
生
物
學
は
ヤ
共

の
生
存
競
争
及
び
自

然
淘
汰

の
理
論

に
於
て
、
大
に
自
由
主
義
、
個
人
主
義

の
理
論
的
基
礎
を



固
め
、
其
の
實
際
的
主
.張
を
強
め
た
の
で
め
る
。
自
由
主
義
者
は
生
物
學

の
生
存
競
争
及
び
自
然
陶
汰
の
理
論
に

よ
り
て
、
始
め
て
確
實
な
る
科
學
的
基
礎
を
與

へ
ら
れ
陀
ご
確
信
し
て
、
釜
.々
其

の
主
張
を
強
め
た
の
で
あ
る
、

而
し
て
實
際

に
於
て
は
、
第
十
九
世
紀
の
肚
會
的
獲
達
は
、
第
十
八
世
紀
の
連
続

ご
し
て
、
白
山
主
義
的
個
人
圭

1

義
的
方
針
に
於
け
る
獲
達

で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ε
が
出
凍
る
の
で
あ
る
。

併
し
生
物
學
は

一
方

に
於
て
は
、
或
は
先
づ
、
生
存
競
争
及
び
自
然
淘
汰
に
よ
り
て
生
物
進
化
の
理
を
明
ら
か
.

に
す

る
ご
共
に
.
他
方
に
於
て
は
、
或
は
夫
れ
に
次
で
、
有
機
騰
内

の
諸
部
分
の
分
業
的
連
帯
や
同
種
生
物
問
の

相
互
扶
助

に
よ
り
て
生
物
進
化

の
理
を
明
ら
か
に
し
た
。
而
し
て
之
れ
に
基

い
て
天
個
人
主
義
、
月
由
主
義

に
反

射
す
る
肚
會
思
想
が
唱

へ
ら
れ
て
來
た
め
で
あ
る
。
荷

ほ
佛
國
革
命
が
豫
期
さ
れ
し
が
如
き
満
足
な
政
治
的
肚
會

的
改
造
を
齎
ら
さ
な
か
っ
た
事
實
や
、
自
由
主
義
が
経
済
生
活
に
於
て
齎
ら
せ
る
利
益

こ
共
に
、
其

の
弊
害
の
盆

々
増
加
す

る
事
實
は
、
自

か
ら
自
由
主
義
、
個
人
主
義
に
反
剴
す

る
肚
會
思
想
を
生
み
出
さ
ゴ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
、
實
際
に
於
て
之
れ
に
反
撤
す
る
種
々
な
る
肚
會
思
想
が
、
続

々
こ
し
て
現
は
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。
而
し

て
連
帯
主
義
は
右
の
形
動

の
下
で
、
自
か
ら
現
は
れ
て
來
た
塵
の
、
相
反
封
ず

る
傾
向
を
調
和
せ
ん
ε
す
る
新
し

き
企
圖
の

一
で
あ
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
連
帯
主
義
の
・淵
源
を
詳
し
く
究
明
す
る
L
は
、
吾
人
は

　
方
に
於
て
は
第
十
九
世
紀

に
於
け
る
自
由
主

義
、
個
人
主
義
の
獲
達
を
研
究
し
、
他
方
に
於
て
は
同
世
紀

に
於
け
る
之
れ
ざ
反
射
の
耽
會
思
想
の
醸
蓬
を
研
究

論

鰻

傳
統
涯
の
融
魯
連
帯
思
想

第
十
五
巻

(第
四
號

五
)

四
八
三

正..
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傳
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涯
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肚
會
連
帯
思
想

第
+
玉
樹

(第
四
號

⊥C

四
人
四

し
、
更
に
同
世
紀

に
於
け
る
生
物
學
の
嚢
達

ε
夫

れ
が
肚
曾
思
想
じ
及
ぼ
せ
る
影
響
、
殊
に
肚
會
學
の
獲
遠
を
研
究

せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
庭

に
注
意
す
可
き
は
、
佛
國
に
於
て
は
第
十
八
世
紀
の
自
由
主
義

に
反

謝
す
る
肚
會
思
想

ピ
し
て
、
或
は
之
を
矯
正
せ
ん
こ
す

る
批
會
思
想
ご
し
て
、
耽
會
連
帯
(『

uD
o
ま
四
葺
伽
ω
o
o冨
一↓

の
思
想
が
、
連
帯
主
義
の
現
は
れ
る
に
先
だ
ち
て
、
既

に
種
力
な
る
方
面
よ
り
獲
遅
し
て
居
π
こ
ご
で
あ
る
。
而

し
て
吾
人
は
此
の
肚
會
連
帯
思
想
の
獲
逮
を
研
究
す
る
こ
ε
に
よ
り
て
、
以
て
連
帯
主
義

の
淵
源
を
究
明
す

る
こ

`
が
出
來
る
ε
思
ふ
。
要
す

る
に
佛
國
大
革
命
後
間
も
な
く
現
は
れ
始
め
た
る
、
砒
會
連
帯
思
想
の
獲
蓮
を
究
明

す
る
こ
ε
に
よ
り
て
、
吾
人
は
連
帯
主
義
の
淵
源

ε
認
む
可
き
も
の
が
、
明
ら
か
に
究
め
得
ら
れ
る
ε
信
ず

る
の

で
め
る
。
換
言
す
れ
ば
、
連
帯
主
義
拡
佛
國
大
革
命
後
間

も
な
く
現
は
れ
始
め
た
る
肚
會
連
帯
思
想
の
特
殊
な
稜

達
を
な
せ
る
も
の
ご
見
て
、

其

の
嵐
八相
も
亦
歴
史
的
淵
源
も
、

明
ら
か
に
理
解

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

余
は

始

め

ば
箪
に
連
帯
主
義
の
淵
源
を
明
か
に
す
る
だ
け
の
主
旨
に
て
耽
會
連
帯
思
想

の
獲
達
を
研
究
し
か
け
た
の
で
あ
る

が
、

段

々
研
究
し
て
行
く
中
に
、

此
の
思
想
は
革
命
後
に
於
け
る

佛
國
の
思
想
界
の
総
て
の
方
面
に
、

重
大
な

る
意
義
を
有
す
る
も
の
な
る
を
錯
り
、

始
め
の
主
旨
を
越

へ
て
、

砒
會
連
帯
思
想
其
物
の
獲
達
を
研
究
す

る

こ

ε
を
主
眼
ε
し
、
而
し
て
連
帯
主
義
は
只
其
の
輓
近

の
獲
達
の

一
方
面

に
過
ぎ
な

い
も
の
こ
見

る
に
至

っ
た
の
で

め
る
。
街
ほ
余
は
連
帯
思
想
を
嚴
密
な
る
意
味

に
解
す
る
時
は
、
夫
れ
は
今
や
獲
達
し
つ
、
あ
る
プ

ロ

レ

タ

リ

ア
文
化
を
媒
介
ε
し
て
、

將
來
に
獲
達
す
可
き
発
企
な
る
文
化
の
根
本
的

一
原
理
ε
な
る
可
き
も
の
ε
考

へ
て



'

居

る
の
で
、

こ
の
事
は

「
現
代
文

化
人

の
イ心
理
」

及
び

其

の
他

の
拙

著
に
於

て
.
既

に
簡
蹴
な

が
ら

論
述

し

て
置

い
た
っ

余

は
上

に
述

べ
し
主

旨

で
、
佛

國

に
於
け

る
肚
會

連

帯
思
想

の
獲

達
を
研
究
す

る
に
當

っ
て
、
年
代
的

に
先
づ

注
意
す

可
き
は
簿

読
振

(一.ゆ
8
げ

冨

ユ
三
9
一口房
け①)
の
肚

曾
哲
學

で
め

る
ε
思

ふ
。

そ
れ

で
本
論

に
於

て
は
、

同
派

の
社

倉
哲
學

を
研

究
し

、
其

の
中

に
始

め
て
肚
曾

連
帯

思
想

は
如
何

な
る
意
味

に
て
現
は

れ
で

る
る
か
、
叉

同
派

内

に
於

け

る
耽
會
連
帯
思
想

の
獲

達
が
、
結
局

同
派

の
肚

魯
哲

學
を
如

何
な

る
方
針

に
導

い
た

か
を
考
究
す

る
こ

ε

、
す

る
が
、
省

は
夫

れ
に
先

だ
ち

連

帯
正
義
の
始
源

の
研
究

に
就

て
、

二
三

の
説

を
簡
単

に
論
評

し
て
世
く
,

マ
ピ

ロ
ー
氏

は
「
哲
學

に
於

け

る
肚

會
的
連
帯
」
を
論

究

す

る
に
當

っ
て
、
倫
理
的
連
帯
主
義

の
始
源
を
古
代

の

ス
ト

イ
ク
涙
及

び

エ
ピ
キ

ユ
ラ

ス
涙

の
著

作

の
中

に
獲

見

せ
ん
ピ
し
て
居

る
。
(
冨
pげ
≡
舞
ξ

買

置
簿

号

し。
。
胃
画
-

彗
ま

ω
o
。巨
o
費
目
冨

b
窪
【o切o
唱
ぼ
P

∩
oロ
嬰
駐

言
け興
国
琶

o
昌
巴

ロ
o
尺
国
忌
。黒
闇8

ω
o
。
互
。
・
6
0
こ
、
而

し

て
氏

の
解

す

る
が
如

き
意
味

で
は

、
吾

人
は
更

に
夫

れ
よ
り
も
以

前

に
遡

る

こ
ご
が
出

來
や
う

ε
思

ふ
。
併

し
近
頃

の
思
想

界

に
於

て
解

さ
れ

る
が
如

き
意

味

に
て
、
其

の
歴
史
的

始
源

を
研
究
す

る
に
當

て
は
、
吾
人
は

さ
ほ
こ
遠

一
遡

る

必
要

は
な

い
ご
思

ふ
。

ヅ

ー
ヴ
氏
は
現
代

連
帯
主
義

の
特
徴
を

、
特

に
其

の
経
済

的
で
あ

る
こ

`
に
認

め
、
之
を

紳

濟
的

連
帯
主
義

ご
術

し
て
居

る
が
、
其

の
始
源

を
研

究
す

る

に
當

っ
て
、
夫

れ
は
第
十
九

世
紀
以
前

に
上
ら
な

い
ご
論
じ
、
而
し

て
其

の
先

畳
音

ε
し

て
、

ヵ
ー
・フ
イ

〃
、
ラ

ス
キ

ン
、
オ
ー

エ
ン
及

び

ノ
ー
リ

エ
ー
の
四
人
を
翠

論

叢

傳
統
添
の
散
書
連
帯
思
想

目

第
十
五
巻

(第
四
就

七
)

四
八
五
「

」



論

叢

傳
統
涯
の
肚
留
連
態

想

r

第
+
五
巻

(第
四
號

八
)

四
八
六

げ

て
居

る
。
(
目
。
爵

U
2
く
9

国
甘
牙

。。ロ
=

Φ
し。
。
ま

四
騎

日
①
9

。。窃

》
葛
。
pま

富

国
8
昌
。日
ぢ
口
。。。い
.同℃
。
軌
)
現

代

の

連
帯
主
義

に
於

て
は
、
其

の
経

済
的
方
面
は
甚

だ
重
大

に
し
て
、
特

に
経

済
的
問
題

の
解
決

に
注
目
す

る

こ
ε
が
、

其

の
根
本
的

一
特
質

で
め

る
ε
見

る

こ
`
が
出
猟

る
。

併

し
連

帯
思
想

全
糧

の
意
義
は

一
層

廣
大

に
し
て
、

叉
深

い
も

の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
同
氏

も
連

帯
主
義

の
基
礎

を

論
究
す

る
に
嘗

て
は

、
其

の
法

理
的
経
済
的

生
物
畢
的
及

び
肚

會
學

的
方
面

に
亘

り
て
考

察
し

て
居

る
の
で
あ

る
。
而

し

て
連
帯
主
義

が
其
筈

の
諸
方
面

に
於

て
基
礎

を
有

す

る
`
云

ふ
こ
ε
は
、
叉
其
筈

の
諸
方
面

に
於
て
重
大

な

る
意
義
を

有
す
る

こ
ε
を
指

示
す

る
も

の
で
あ
る
。

侮

ほ
連
帯
主
義

の
運

動
は

、
其

の
實
際

的
方
面

に
於

て
も

、
決

し
て
経

済
的
町
題

の
解

決
を
圖

る
だ
け

に
止
ま

っ
て

居
な

い
・
否
な
脛
濟
問
題

の
解
決
の
根
柢
こ
し
て
も
或
は
準
備
ε
し
て
も
、
今
日
の
道
徳
懸

及
び
激
育
思
想

の
政

造

に
力
を
注

い
で
居

る
の

で
あ

る
。

勿
論
連
帯
主
義

を
特

に
其

の
脛

濟
的
方
面

に
就

て
研
究

し
、
特

に
其

の
経
済

的
意
義
を
究

明
せ

ん
ε
す

る
こ
ε
は

、
有

益

な
る
研
究

で
あ

る
。

し
か
も
夫

れ

ざ
同
時

に
連

帯
主
義

の
奥
義
は
「

只
共

の
経

済
的
左

面

に

就

て
研
究
す

る
だ
け

で
は

、
充

分

に

理
解

さ
れ
得

る
も

の
で
な

い
.・、
ε
を

忘

れ
て
は
な

ら

温
。

プ

ー
グ

レ
ー
氏

は
連
帯

主
義

の
起
源

を
指

摘
す

る

に
當

っ
て
、
先

づ
其

の
直
接

の
先
畳
音

ご
し
て

チ
ー
ド
、

フ

イ

エ
ー
、
マ
リ
オ

ン
及

び
ヅ

ユ
ル
ケ
ー

ム

(
Q
画
P

閃
o
巨

示
9

=
騨
「び
づ
樋
∪
母
π
冨
一日
)
等
を
擧
げ

、
.而
し
て

マ
リ
オ

ン
を
通
じ

て

窒

ヴ

イ

ニ

国
。
・
。
鼠

。
・)
、
ヅ

ユ
ル
ケ

去

を
通

じ
て

コ
ン
ト
、

7
イ

†

を
.通

じ
て

ラ

マ
ル
ク

レ 「



及

び
ダ

ー
ウ

ィ

ン
や

7
オ

ソ
、

べ
ー

ア
及

び

ミ

ル
ン
、

エ
ド

ワ
ー
ヅ

等
、
又

ヂ

ー
ド
を

遁
じ
て

フ
ー
リ

エ
及

び

ピ

ェ
ル
、

ル
ル
ー

(剛
o
旦

臼
曾

主
ω「話

雅

Ho
口
囲
)

等
を

指
示

し

て
居

る
。
術

ほ
又

ル
イ
、

ブ

ラ

ン
や

ル
ノ
ー
や

ペ

ッ
ク
ー

ル
等

を
指

示
し
、
終

り

に
基

督
漱

の
思
想

ε
連

帯

思
想

の
起
源

ε
の
關
係

を
論

じ
て
居

る
が
、
其

の
中

に

左

の
如

く
述

べ
て
居

る
。

.

「
第

十
九
世

紀
は
始

め
か
ら

、第
十

八
世
紀

の
極
端

な
る
理
性

が
陥
ら

せ

る
危

険
あ

る
誤
謬

に
謝

し

て
警

告
を

與

へ
た
思
想
家

に
よ
り

て
、
ま

さ
し
く
支
配

さ

れ
て
居
た
。
而

し
て
其

筈

の
思
想
家

を

イ
ソ

ス
パ
イ

ア
し
た

の

は
、
基
督
教
的

総
説

で
あ

っ
た
。

ヅ
、
ボ

ナ

ル
及

び

、

ツ
、

メ
ー
ト

ル
は

個
人
主

義
的
傲

慢
を
非
難

し
た
最
初

の
人

々
で
あ

っ
た
。
彼
等
は
肚
會

が
本

心

に
立

ち
蹄

り
て
、
神

の
永
久
的
意
志

の
表
出
た

る
自
民然

法
則

(
其

の

力

に
よ
り

で
、
肚
會

の
諸
部

分
は
相
結

合

さ
れ

る
)
を
麓
重

せ
ん

こ
ε
を
求

め
た
。

オ
ー
ギ

ュ
ス
ト
、

コ
ン
ト

は
彼

の
肚
會
學

を
建

設
す

る
に
於

て
、
彼

れ
自
身

の

云

ふ
所

に
よ

れ
ば

、
ヅ
、

メ
ー
ト

ル
の
「
本
質
的

原
理
」
を

自

分
の
も
の
ε
す

る
よ
り
以
外

の
事

を
駕

し
た

で
あ
ら

う

か
。

一
層

一
般
的

に
、
或
人

々
は
今
日

の
「
科
學
涙
」

(連
帯
主
義
涙

)
は
耐
酸
主
義

派

(傳

読
振

)
の
主
要

思
想

を
、
多

少
生
物
學
的

な
吉
葉

に
輯

化
す

る
こ
ε
に
、

　

も

力

を
審

く

し
π
様

に
見

へ

る
ご
主
張

し
得

な

か

っ
た

か
。

今
傳

統
振

の
精

神
は
ま

さ
し
く

此

の
原

罪
の
概

念.

.,

(夫
れ

は
総

て
を
説
明

し
、
叉
夫

れ
な
く
は
吾
人
は

何
物

を
も
説

明
し
な

い
)
で
な

い
か
。
人

々

の
間

に
行
は

れ

る
「
此

の
」
恐

ろ
し

き
罪

の
遣
傳

ご
云

ふ
、
ヅ
、

メ

ー
ト

ル
の
思

想
を
支

配
し
、
個
人

の
苦
難

に
於
て
、
人
類

談

叢

傳
統
濯
の
証
書
連
帯
思
想

第
+
五
巻

(第
四
號

九
)

四
人
七

r

尉..
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論

叢

傅
統
派
の
祉
會
連
帯
思
想

第
十
五
巻

(第
四
號

】
0
)

四
八
八

の
堕
落

の
自
然
的
結
果
を
彼

に
摺

示

せ
る
は
、
右

の
概
念

で
め
る
。
殊

に
右

の
概

念
は
、
ヅ
、

メ
ー
ト

ル
を
し

て

ピ

エ
ル
、
ル
ル
ー
に
先

だ
ち
、
連
帯

ε
云

ふ
「
此

の
法
律

の
語
」
の
意

味
を
援

張
す
れ
ば
、
「
功
徳

の
韓

移
性
」
を

表
示
す

る
に
最

ε
も
適
當

な

る
も

の
な

る
を
独
見

せ

し

め
π
の
で
あ

る
。」
(
ロコ
o
轟
多

目
四

ω
o
一一匿
H一の日
。
・
6
0
》

'

〆

で
や

団O

卑

【
こ

ブ

ー
グ

レ
氏

は
右

の
著
作

に
於

て
は
、
連
帯
主

義

の
起
源

を
詳
し

く
論
究

せ
ん

ε
す

る
の
で
は
な
く
、
只
其

の

主

要

な
る
起
源
或

は
先

豊
者

`
認
む
可

ざ
人
々
を

、
指

示
す

る
だ
け

に
止

め
ん
ε
し

て
居

る
の
で
あ

る
。
而

し
て

其

の
主
旨

か
ち
見
れ
ば
.、
同
氏

の
述

ぶ
る
庭
は
大
鵬

上

誤

っ
て
居

な

い
己
思

ふ
。
余

も
同
氏

の
列
翠

せ
る
人

々
を

以
て
、
遮
帯
主
義

の
先
畳
者

ε
認

め
る
。

尺
余
は
其
筈

の
人

々
の
外

に
、
街

ほ
重

要
観
す

可

き
幾
.多

の
人
々
が
あ

る
ε
考

へ
る
蕪

に
於
て
、
同
氏

ε
見

る
庭

を
異

に
す

る
だ
け
で
あ

る
。
但

し
同
氏

も
若

し
連
帯
主

義

の
始
源
を
詳

し
く
研
究

せ

ん
ε
す

る
場
合

に
は
、
恐

く
は
余

が
同
氏

の
擧
げ

し
人

々
以

上

に
塞

ぐ

る
人

々
を
以
て

、
矢
張

b
其

の
先

畳
音

ご
認

め

る
に
決

し
て
躊
躇

し
な

い
で
あ
ら
う

ご
信
ず

る
。
而

し
て
余
は
同
氏

の
見
解

に
就

て
殊

に
注

目

す
可

き
は
、
同
氏

が
連
帯
主
義

の
起
源

を
ゾ
、

ボ
ナ

ル
や
ヅ
、

メ
レ
ト

ル
な

ぞ
の
如

き
傳
統

涙

の
創
設
者

の
思
想

に
ま

で
跡

づ
け

て
居

る

こ
ε
で
あ

る
ε
思

ふ
。
余
は
連

帯
主
義

の
起

源
域
は
淵
源

を
研
究

す

る
に
當

っ
て
は
、
傳

読
振

ま
で
遡
ら
ね
ば

な
ら

ね
ε
考

へ
る
ご
同
時

に
、
叉

夫

れ
以

上

に
遡

る
必
要
は

な

い
ご
考

へ
る
の
で
あ

る
。
而

し

て
此

の
事
は
大
革
命

後

の
佛

國
思
想
界

の
潮
流
を
研

究
す

る
こ
ご
に
よ
り

て
、
明
ら

か
に
理

解

さ
れ

る
ε
思

ふ



■

か
ら
、
次
節

に
於

て
は
、
右
の
獲
達
を
概
論
し
て
億
…統
流
の
占

む
る
地
位
を
明
ら
か
に
し
、
且

つ
連
帯
思
想

の
最

初

の
獲
現
の

一
般
的
意
義
を
示

し
た

い
ε
思

ふ
。

ラ二

大
革
命
後
の
佛
國
思
想
界
の
潮
流
U
傳
統
振

夫
れ
千
七
百
八
十
九
年

に
勃
獲
せ
る
佛
國

の
大
革
命
は
、
.同
国
に
け
る
第
十
八
世
紀
思
想
の
肚
會
的
結
果
の
頂
.

上
を
,亦
す
も

の
で

あ

る
。
而
し
て
夫
れ
・こ
同
時
に
同
國
の
思
想
界
に
於
け
る

一
新
時
代
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

云
ふ
ま
で
も
な
く
大
革
命
を
成
就

せ
る
人
々
の
精
帥
を
支
配
せ
る
ぽ
、
啓
蒙
時
代
の
同
国
の
思
想
家
、
モ
ソ
.プ
ス
キ

ュ
ー
、

ル
ー
ソ
ー
、

コ
ソ
ヂ
ラ
ク
等
の
人
々
の
思
想

に
し
て
.
叉
大
革
命
後

に
於
て
も
政
府
の
公
認
思
想
ε
見
倣

す
可
き
は
、
矢
張
b
同

一
の
思
潮
で
あ
っ
た
。
即
ち
威
畳
主
義
及
び
個
人
主
義
、
自
由
主
義

の
思
潮
で
め

っ
た
。
併

し
間
も
な
く
之
れ

に
反
抗
す

る
二
種
の
思
潮
が
現
鳳
れ
て
來
た
。
其
の

州
は
反
動
思
潮
ご
し
て
総
括
し
得
ら
れ
る

も
の
、
其

の
二
は
進
歩
思
潮
ε
し
て
総
括
し
得
ら
れ
る
も
の
で
め
る
。

此
庭
に
反
動
思
潮
ε
云
ふ
は
、

つ
ま
b

「
革
命
」
の
政
治
哲
學
に
反
動
し
て
起
れ
る
傳
統
涯
の
肚
會
哲
學
並
に

「
革
命
」
の
威
畳
主
義
及
び
唯
物
主
義
の
哲
學

に
反
動
し
て
起
れ
る
折
衷
的
唯
心
主
義

の
哲
學

〔丙
。
潟
丁
∩
。
一一程
9

<
凶9
。
「
∩
8
ωヨ

等
の
建
設
せ
る
學
派
)
を
意
味
す
る
の
も
の
で
め
る
。
而
し
て
叉
進
歩
思
潮
ε
云

ふ
は

「
革
命
」

の
成
就
せ
る
肚
會
的
改
造
を
以
て
満
足
せ
す
、
人
類
の
肚
會
的
政
治
的
組
織
は
更

に
自
由
主
義
的
組
織
以
上
に
進

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
濾
ご
見

る
人
々
の
思
想
を
意
味
す
る
の
で
、

一
般
に
其
の
時
代
の
肚
會
哲
學
者

ご
か
、
肚
會
政

論

叢

傅
統
派
の
融
會
連
帯
思
想

第
+
五
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頁
家
ε
か
肚
會
主
義
者
ご
か
稠

せ
ら

れ
る
人
々

〔uD
け
し。
§
。
㌍

男
。
鼠
①さ

訂
「。
二×
"
中
。
乱
言
三

等
の
思
想
、
及
び

實
謹
主
義
振

壱
①
『
o
ユ
o
b
o
切置
く
一昇
ε

の
人
々
の
思
想
を
指
す
の
で
あ
る
。

合
祀
會
哲
學

の
上
か
ら
見

れ
ば
.「
革
命
」
-の
思
想
は
個
人
主
義
的
、
資
本
主
義
的
肚
會
改
造
を
以
て
、
革
命
の

事
業
は
成
就
さ
れ
た
も
の
ε
認
め
、
只
同

一
の
方
針
に
於
て
益

々
吐
會
の
獲
達
を
導
き
、
叉
促
す
を
以
て
、
根
本

的
任
務
ご
見

る
も
の
、
即
ち
自
由
主
義
で
あ
る
。
而
し
て
「
革
命
」
の
哲
學
、
威
　覚
主
義
及
び
唯
物
主
義
の
哲
學

に

反
動
し
て
起

れ
る
折
衷
的
唯

一6
主
義

の
哲
學
者
も
、・
肚
會
的
及
び
政
治
的
方
面
に
於
て
は
、
大
騰
上
同

一
の
方
針

を
遣
奉
ず

る
自
由
主
義
者
で
あ

っ
て
、
此
の
方
面
に
於
て
は
何
等
新

し
き
思
想
を
産
出
し
て
居
な
い
。
然
る
に
傳

統
派
は
革
命
の
政
治
哲
學
に
根
本
的

に
反
射
し
、
而
し

て
カ
ト
リ
ソ
ク
激
の
砒
會
的
原
理
を
基
礎
ご
し
て
、
革
命

前
の
肚
會
組
織
を
復
興
せ
ん
ε
す

る
の
で
あ
る
。
即
ち
ヵ
ト
リ
ソ
ク
主
義
貴
族
主
義
復
古
主
義
を
奉
ず
る
も
の
で

あ
る
。
而
し
て
其
の
黙

か
ら
見
れ
ば
新
し
き
思
想
ご
云
ふ
よ
り
は
、
古
き
思
想
の
復
活
ご
見
る
可
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
傳
統
涙
の
人
々
は
革
命
が
成
就
し
、
醤
耽
會
組
織
を
完
全
に
破
壊
し
た
後
の
時
代
に
於
て
、
嘗
思
想
、
替

祉
會
組
織
を
復
興
せ
ん
ご
す

る
に
當

っ
て
は
、
自

か
ら
新

し
き
残
物
を
読
か
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
而
し
て
其
の

黙
に
於
て
傳
統
涙
は
革
命
後
の
新

し
き

一
思
想
ε
し
て
、
同
時
代
及
び
其
の
後
の
佛
國
の
思
想
界
の
獲
蓮

に
重
大

な
る
影
響
を
及
ぼ

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
彼
等
は
極
端
な
る
個
人
主
義
の
當
然
な
る
結
果
ε
し
て
生
せ

る
、
革
命
及
び
革
命
後
の
肚
會
的
擾
齪
井

に
肚
會
的
動
揺
を
除
去
す
る
爲
め
に
は
、
個
人
主
義
以
上
の

一
定

の
普



遍
主
義
的
立
場

か
ら
権
威
を
確
立
す

る
必
要
.を
力
説
し
、
之
れ
に
よ
り
て
砒
會
的
團
結
を
固
め
る
必
要
を
強
調
せ

ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
庭

に
彼
等
の
間
に
肚
會
連
帯
思
想
が
生
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此

の
時
代
の
肚
會
哲
學
者
や
實
醗
哲
學
者
の
肚
會
思
想
は
、

㎝
般
に
傳
統
涙
の
思
想
の
影
響
を
直
接
叉
は
間
接
に
受

け
て
居
る
の
で
、
現
に
サ
ソ
、

シ
モ
ン
や
オ
ー
早

天
ト
な
ぞ
は
自
か
ら
此
の
事
を
明
ら
か
に
言
違
し
て
居
る
の
で

あ
る
。
さ
れ
ば
傳
統
涙
の
肚
會
哲
學
は
第
十
九
世
紀
に
於
け
る
佛
國
の
肚
會
哲
學
の
獲
達
上
、
甚
だ
重
大
な
る
意

.

義
を
有
し
て
居
る
の
で
、
吾
人
は
同
派
の
思
想
を
無
視
し
て
は
、
到
底
満
足

に
現
代
佛
國
砒
會
思
想
の
獲
達
を
理

解
す

る
こ
ざ
は
出
家
な

い
の
で
あ
る
。

荷
は
傳
統
涙
の
哲
學
は
第
十
九
世
紀
に
於
け
る
佛
國
の
思
想
史
上
.
重
大
な
る
意
義
を
有
す

る
の
み
な
ら
す
、

同
世
紀
に
於
け
る
近
代
哲
學

の
獲
達
全
膿
.の
上
か
ら
見
て
も
、
亦
重
大
な
る
意
義
を
有
す

る
も

の
で
あ
る
。
実
れ

第
十
九
世
紀
に
於
て
、
第
十
八
世
紀

の
自
然
科
學
的
世
界
観
に
謝
し
て
、
歴
史
的
世
界
観
が
勃
興
し
來
b
、
而
し

て
両
者
の
間

に
烈
し
き
論
争
が
起

つ
π
の
で
あ
る
が
、
其

の
論
孚
の
最
初
の
形
態
は
傳
統
涯
が
革
命
哲
理

に
射
し

て
起
せ
る
も

の
で
あ
る
。
ヅ
、
ボ
ナ

ル
の
論
ず
る
威
に
よ
れ
ば
、
個
人
的
理
性
が
夫
れ
自
身
に
よ
り
て
眞
理
を
獲

見
し
、
肚
會
を
建
設
し
得
る
ε
考

へ
馬
叉
個
人
の
共
同
生
活

の
形
態
を
任
意

に
政
愛
し
得
る
ε
考

へ
る
の
は
、
啓

蒙
哲
學
の
根
本
的
謬
見

で
あ
る
。
實

に
人
間

の
精
神
生
活
は
総
て
歴
史
的
僻
説

の

一
産
物
で
あ
る
。
暴
れ
人
間
の

精
神
生
活

は
絡
て
言
語
に
基
因
す
る
が
、
然
る
に
言
語
ば
神
が
人
間
に
最
初

の
天
啓
ε
し
て
與

へ
た
る
も
の
で
あ

論

叢

傅
統
派
の
肚
會
連
帯
思
想
.

第
十
五
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.
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四
號
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二
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る
か
ら

で
あ

る
。

神

の
言
葉

は

一
切

の
眞

理

の
淵

源

に
し
て
、
人
間

の
智
識

は
常

に
只
此

の
眞

理
の

一
分
有
を
意

味
す

る
だ
け
で
あ

る
。
夫

れ
は
冥
応

か
ら
生
長
す

る

の
で
、
吾
人
は
良
心

に
於

て
、
普
遍
的

に
愛
當
す

る
も

の
を

掴
む

の
で
あ

る
。

而

し
て
神

の
言
葉

の
傳

説
を
連
載
す

る
も

の
は
敏
會

に
し
て
、
激
會

の
敷
義

は
神

に
よ
b

て
與

へ
ら

れ
た
る
普
遍
的
理
性

で
あ

る
。

さ
れ
ば
只
此

の
激
會

の
激
義
、
只
此

の
天
啓

の
み
が
、
肚

會

の
基

礎
.で
あ
り

得

る

の
で
あ

る
。
教
會

に
反
逆

せ
る
個
人

の
傲

慢
は

、
現

に
見

る
が
如

き
砒
會

の
琵
壊

に
於
て
罰

せ
ら

れ
陀

の
で
、

今

や
人
類

は
其

の
理
を
悟

b
永
久
的
地
盤

の
上
に
、
新

た
に
肚
會
を
建

設

せ
ね
ば

な
ら

諏
。

吾

人
は
右

に
述

べ
し
が
如
き
傳

読
振

の
漱
會

的
政

治
的
思
想

を
深
く
探
究
す

る
ざ
、
其

の
中

に

一
の
重
大
な

る

哲
學

的
要
素

の
含
蓄

さ
れ
て
居

る
こ
ε
を
獲
見

す

る

の
で
、
夫

れ
は
即

ち
耐

會

の
歴
史
的

獲
連
中

に
實

現

さ
れ
る

普

遍
的
理
性

が
、
個
人

の
精
神
的
生
活

の
基

礎
を
成

す
も

の
で
あ

る
ご
云
ふ
事
で
め

る
。
吾
人

は
傳
統
涙

の
神
翠

色

服
装

を
取
り
去

る
ご
、
真

庭

に

へ
ー
グ

ル
の
客

観

的
精
帥

の
概

念
や
、
デ

ィ

ル
タ
イ
の
歴
史
的

理
性

の
概

念
を

見
出

す

の
で
あ

る

(乏
ぎ
畠
二
審
コ
3

に

露
げ
巨
プ
O
Φ
「
Ω
Φ
㎝。嵐
n窪
o
店
2

回
目

o。・o
℃三
①
.
。・
.
の
■
い駆
血
=
.
軍
ひ
.
同0
5

参
考

却

説
傳

統
派

の
創

設
者

題
し
て
、

文
典
め

最

ご
も

重
要

な

る
代
表
者

ε
し
て
、
認

め
ら

れ
て
居

る
の
は

ジ

ョ
セ

フ
、
ヅ
、

メ
ー
ト

ル

q
o
㎝o
「・『
ユ
o
言
鉱
鴇
「ρ

同謡

い
IHQ。
N
一)
ヴ

イ

コ
ン
ト
、
ヅ
、
ボ
ナ

ル

(
[
①
く
汀
o
口
器

仙
o
寓
8
巴
9

ぐ
累
占
。。も

)
及

び

ラ
メ

ソ
子
i
(=
轟
臣
。・-
閃
窪
塾
7

ヵ
。冨
答

辞
.
目
の
日
警
部
す

一N
。。
N
∴
。。
軍
)
で
あ

る
。
但

し
若

し
傳
統
派

を
厳
密

に

ヵ
ト
リ

ソ
ク
敏

的
、
貴

族
主
義

的
、
復
古
主
義
的

の
も

の
ビ
見

る
に
於
て
は
、

カ
ト
リ

ッ
ク



激
會

か
ら
破
門

さ
れ
た
後

⑳
ラ
メ

ソ
子
一
の
思
想

は
、

傳
統
主
義

に
厨

し
な

い
も

の

ε
認

め
ね
ば

な
ら
な

い
が
、

併
し
傳
統
主
義

ε
云
ふ
は
、
大
革

命
後

に
於

け
る

一
定

の
哲
學
的
方

針
を
意
味
す

る
も

の
に
し

て
、
必
ず

し
も

カ

ト
リ

ソ
ク
徴
的
貴
族

主
義
的

で
め

る
こ
ご
を
要

し
な

い
ご
解
す

る
に
於
て
は
、

ラ

メ
y

干
-
は
其

の
方
針
を

論
理

的

に
最

ε
も
徹
底

さ
せ
、
同
派

の
哲

學
を
継

て
の
方
面

に
於

て
大
成

し
た
人

ε
認

め
ね
ば
な
ら

な

い
。

ヅ
、

メ
ー

ト

ル
や

ヅ
、
ボ
ナ

ル
は
熱
烈
な

論
客

で

め

っ
て
、
革
命

哲
學

に
封
ず

る
反

抗
心
を
煽

り
立

て
る
に
於

て
、
大

に
効

果
を
奏

し
た
が
、
併

し
思
考
の
訓

練
を
鉄

き
、
組
織
的

に
思
索
す

る
こ
ε
は
出
來

な

か

っ
た

か
ら

、
傳

統
涙

の
根

本
思
想

を
充

分
に
展
開

し
て
、
哲
學

の
禮

系
を
立

て

る
こ

ε
は
出
來

な
か

っ
た
。

而

し
て
之
を

な
・し
遂
げ
た

る
は

實

に
ラ
メ

ソ

干
一
で
め
る
。
殊

に
肚
舎
営
學

の
上

か
ら

見

て
甚

だ
興
味
あ

る
は
、
破

門
後
非

力
ト
リ

ソ
ク
的
、
.民

主

々
義
的

ε
な

つ
把

ラ
ノ
ン

子
1
の
　肛
會
哲
學

に
於
て

、
ヅ
、
メ
ー

ト

ル
や
、
ヅ
、

ボ
ナ

ル
の
如

き

カ
ト
リ
ソ
ク
敷

的
、
貴

族
主
義
的

な
人

か
に
よ
り

て
唱

へ
出

さ
れ
た

る
肚
會
連
帯
思

想
が
、
論
理
的

に
精
練

さ
れ
て
行

く
ε
如

何

な

る
蹄

結

に
到
達

す

る
か
ゴ
、
示

さ
れ
て
居

る
こ
ピ
で

め
る
。

さ
れ
ば
破
門
後

の

ラ

メ
ソ

子
-
は
狭

い
意
味

で
は

傳
統
振

に
厩

し
な

い
ご
し
て
も

、
肚

會
哲
學

上
の
考
察

に
於

て
は

、
吾
人
は
彼

の
思
想

を
傳

統
派

の
思
想

の
論

理

的
締
結

ε
し

て
、
當
然

之
れ

に
結

び
附

け
て
考
察

せ
ね

ば
な
ら
な

い
の
で
み

る
b

　三

ヅ
、

メ
ー

ト
ル
及
び
ヅ

、
ボ

ナ
ル
の
肚
會
哲
學
及

び
醍
會
連
帯
思
想

(

夫

れ
佛

國

の
大
革
命

は
第
十

八
世
紀
の

個
人
主

義
、

自
由
主

義

の
主
張
を

、
其

政
治
的
及

び
経
済

的
方
面

に
於

論

叢

傳
統
派
の
就
會
連
帯
思
想

第
+
五
巻

(第
四
號

一
五
)

四
九
三
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論

叢

傳
統
涯
の
肚
愈
連
帯
思
想

第
十
五
巻

(第
四
號

一
六
)

四
九
四

て
、
・極
端
に
推
し
進
め
た
る
結
果
ε
し
て
勃
獲
せ
る
も
の
に
し
て
、
而
し
て
大
革
命
後
も
矢
張
り
同

一
の
思
潮
が

官
學
説
ε
し
て
固
持

さ
れ
た
。
然
る
に
革
命
の
結
果
は
豫
期
さ
れ
し
が
如
き
健
實
な
る
肚
會
組
織
を
齎
ら
さ
す
、

却
て
誼
會

の
安
定
性
は
失
祉
は
れ
、肚
會
的
動
揺
は
止
ま
な
か
つ
花
。
さ
れ
ば
其
の
根
本
思
想
た
る
個
人
主
義
、
自

由
主
義

に
謝
し
て
疑
を
挿
む
も
の
、
起
る
は
當
然
で
あ
る
が
、
此

の
際
傳
統
派
の
人
々
は
断
然
個
人
主
義
、
自
由

主
義
を
排
斥
し
て
現
は
れ
た
る
、
最
初
の
思
想
家
で
め
っ
た
の
で
あ
る
。

今
傳
統
涙
の
人
々
が
「革
命
」
の
思
想

に
謝
し
て
、
根
本
的

に
反
抗
し
た
の
は
、
季
等
及
び
自
由
の
政
治
論

よ
り

は
、
寧
ろ
其
の
根
柢
た
る
ル
ネ
ナ
ソ
ス
思
想
、
宗
教
改
革
思
想
及
び
デ
カ

ル
ト
哲
學

の
遺
産
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
等

の
見
る
庭
に
よ
れ
ば
、其
筈
の
思
想
運
動
は

つ
ま
り
個
人
的
理
性
の
自
律
性
を
主
張
し
て
、
論
理
に
於
て
は
確
實
性

の
條
件
、
又
道
徳
に
於
て
は
犠
牲
及
び
義
務
の
條
件
、
随
ふ
て
砒
會
的
和
合
を
可
能
な
ら
し
め
る

一
切
の
條
件
を
、

根
本
的
に
破
壊
す

る
傾
向
を
有
す

る
も
の
に
し
て
、
而
し
て
革
命
及
び
耐
會
的
棄
凱
は
其
の
當
然
な
る
結
果
で
あ

る
。
個
人
的
理
性

の
自
律
性
を
主
張
し
、
其
上
に
立
ち
て
支
配
す
る
普
遍
的
理
性
の
灌
威
を
認
め
な

い
以
上
は
、

眞
理
も
道
徳
も
到
底
存
立
す

る
こ
`
が
出
來
す
、
肚
會
は
必
然
的
に
琵
壊
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
而
し
て

文
博
続
振
の
人
々
が

カ
ト
リ
ッ
ク
激
に
於
て
讃
構
し
、
景
慕
せ
し
は
、
其
の
激
義
よ
り
は
、
寧

ろ
常

に
椹
威
(
憎

憎
耳
o
腎
ε

を
基
礎
ε
す
る
漱
會

の
肚
會
的
組
織
で
あ

っ
た
ざ
思
は
れ
る
。
彼
等
は
カ
ト
リ
ッ
ク
激
會
は
、
歴
史
上

知
ら
れ
π
る
肚
會
中
、
最
毫

古
き
最

ご
も
普
遍
的
な
、天
長

毫

強
固
に
構
成

さ
れ
た
る
庵
の
ε
考

ヘ
セ
の
で
あ

巴



「

る
。

9

傅
統
振
の
考

へ
る
腱
に
よ
れ
ば
、
個
性
は
本
来
人
間
關
係
の
瓦
壊
を
意
味
す
る
も
の
に
し
て
、
就
曾
的
統

一
は

本
來
擢
威
に
よ
り
て
立
て
ら
れ
、
権
威

が
認
め
ら
れ
ね
ば
到
底
成
立
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
藁

の
理
性
即
ち
普

遍
的
判
断
を
立
て
る
能
力
は
、
決
し
て
個
人
に
よ
り
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
な
く
.
耐
會
的
合
致
或
は
楽
園
的
判

断
に
よ
り
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
要
す

る
に
総
て
個
人
的
な
る
も
の
に
封
ず

る
、
團
艦
的
祉
曾
的
な
る
も

の

、
優
越
と

、五
ふ
の
が
、
即
ち
傳
統
涙
の
指
導
原
理
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
個
人
的
理
性

の
上
に
普

遍
的
理
性
を
認
適
、
而
し
て
前
者
は
後
者

に
服
従
す
可
き
も
の
ξ
見
る
の
が
.
即
ち
侮
統
涙
の
根
本
信
條
で
あ

っ

た
の
で
あ
る
。

ヅ
、

メ
ー
ト
ル
や
ヅ
、
ボ
ナ

ル
は
右
の
思
想

に
基
づ
き
て
、
椛
義

に
代

へ
る
に
連
帯
を
以
て
し
、
而
し
て
箇
人

を
倫
理
的
及
び
政
治
的
共
同
生
活

に
服
従
さ
せ
る
ε
云
ふ
原
理
を
基
礎

こ
し
て
、
利
益
の
調
和
を
圖
ら

ん
適
す
る

思
想
運
動
を
、
佛
國

に
於
て
始
め
て
起
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
が
其
の
直
接
の
仕
事
ε
し
た
の
は
、
政
治
論
に
於

て
革
命
的
個
人
主
義

ε
戦

ふ
こ
ε
で
あ

っ
た
の
で
、
而
し
て
彼
等
は
既

に
述

べ
し
如
く
、
政
治
論
に
於
け
る
革
命

的
個
人
主
義
は
宗
激
的
及

び
哲
學
的
個
人
主
義
の
當
然
な
る
露
結

ε
考

へ
π
の
で
あ
る
が
、
夫
れ
ε
同
時
に
叉
纒

濟
的
個
人
主
義
も
其
の
宗
教
的
及
び
哲
學
的
個
人
主
義
よ
り
必
然
的

に
産
れ
出
つ
る
も
の
な
る
を
看
過
し
な
か
っ

た
。
か
く
て
彼
等
は
封
建
的
階
級
及
び
僧
侶
階
級
の
利
益
を
圖

る
欝
.め
に
、
よ
b
多
く
力
を
蓋
く
し
た
が
、
併
し

論

叢

傳
統
派
の
祉
會
連
帯
思
想

第
+
五
谷

(第
四
號

【
七
V

四
九
五
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詮

叢

傅
統
派
の
祉
曾
連
帯
思
想

第
+
五
巻

(第
四
號

】
入
)

四
九
六

文
勢
勤
者
階
級

の
利
益

を
圖

る
こ

ε
に
も
注
目

し
た

の
で
あ

る
。
要

す

る
に
如
何

に
貴
族
主
義
的

で
あ

っ
て
も

、

肚
會

の
連

帯
を
強
調
す

る
以
上

は
、
彼
等

も
決

し
て

労
働

者
階
級

の
利
益

を
無
覗
す

る
こ

ご
が
出

来
な

か

っ
た

の

で
あ
る
。

ヅ
、

メ
ー

ト
川
は
其

の
最
初

の
著
作

の

一
、「
佛
国

史
考

」
〔『
$

∩
8

。・一号
ぷ
斤δ
自

害
H
一.
募

8
冨

伍。
冨

甲

冑
。Φ
.

ぐ
0
9

に
於

て
叉

ヅ
、
ボ
ナ

ル
も
其

の
最
初

の
著
作

の

一
馬
「
政

治
的
及

び
宗
激
的

椹
力
論
」
([
国
香
邸
。
臨
。
畠
⊆
℃
。
5芝
一「

唱
o
ま
ρ
二
。
。け

R匪
σq
δ
鵠
。
.
H
N℃
α
)

に
於

て
、
個
人
的

権
利

の
観
念
を

排
斥

し
、
之
れ

に
射

し
て
統

一
の
理
想

(
部

分

が
全
艦

に
服
従
す

る
こ

ε
に
よ
り

て
實
現

さ
れ
る

)
を

立
て

る
こ

ε
に
よ
b

て
、
既

に
消
極
的

に
　肛
會

問
題

を

㌻

.

提
出

し
て
居

た

ε
云
得

ら

れ

る
。

根
本

的

に
は
彼
等

は
其

筈

の
著

作

に
於

て
、
只
俗

権
は
盤
椹

に
服

従

し
、
地

の

國

は
天

の
國

に
服
従
す
可

き
も

の

ピ
云

ふ
、

オ

!
ギ

ユ
ス
チ

ソ
の
説
を

復
活

せ
し
め

ん
ε
し
て
侶

る
に
過

ぎ
な

い

が
、
併

し
彼
等

は
第
十

七
世
紀

の
終

り
に
於

て

マ
ル
ブ
ラ
ソ

シ
ユ
が
な

せ
る
如

く
.
只
人
間

の
運
命

に
關
す

る
神

秘

的
及
び
形
而
上
學
的
概

念

か
ら
し

て
、
彼
等

の
政
治

論
を
演

繹

せ
ん

ざ
す

る
に
止
ま
ら
す

、
更

に
近
世
革
命

の
歴

史

的
考

察

に
よ
り
て
之
を
辯
護

せ

ん
ε
企
だ
て
.＼
居

る
。
彼
等

の
見

る
庭

に
よ
れ
ば

、
千
七
百
入
十
九
年

の
革

命

は
、
人

類
を

し
て
填

正
な

る
肚

會
的
原
理
を

同
類

さ
せ
る
爲

め
に
、
癬

理
的

に
與

へ
ら

れ
把
る

一
の
訓

練

に
外

な

ら

漁
。
彼
等

は
肚

會
的
擾

齪

の
始
源

及

び
條
件

の
研
究

は
㌦
眞

正
な

る
肚
會
的
原
理

を
讃

明
す

る
嚼
め

に
、

一
切

の
形

而
上
學
的
推
論

よ
り

も
、
遙

か
に
有
効
す

る
も

の
`
考

へ
た

の
で
あ

る
。

.



ヅ

、
メ

ー
ト
ル
は
肚

曾
的
権

威
を

輕
蔑
す

る
こ
ξ
、
及

び
其

の
法
則

に
背

ぐ

こ
ご
に
俘
な
ひ

、
又

之
を
罰
す

る

政

治
的
棄
鑑

の
考
察

か
ら
し

て
、
善

に
於

け

る
、
殊

に
悪

に
於
け

る
人
間

の
連
帯

の
思
想

に
進

ん
だ
の

で
、
彼

は

彼

の
著
作
中
景

ε
も
有

名
な

る
も

の
、「
サ

ソ
、

魂
プ

ル
ス
プ

ル
グ
夜

話
」
(
目
o
。。

ω
9
み
①
m
α
o
⑳
巴
p
7
勺
o
審
「自。
ぴ
o霞
『q
闇

目。。
N
こ

を
著

は
し

π
の
は

、
右
の
黙

を
闡

明

せ
ん
が
爲

め
で
あ

っ
た

の
で
あ

る
。
彼
は
當
代

の
肚
會

生
活
及

び
其

の
素
齪

の
分
析

は
、
罪

め

る
も

の

、
罪
過

か
罪
な

き
も

の
に
、
又
罪
な

き
も

の

、
功
徳

が
罪

あ

る
も

の

に
及

ぶ
ご

云

ふ
基
督
激

の
激

義
を
、

明
ら

か
に
離
明
す

る
も

の

ε
考

へ
、
而

し
て
此

の
善
悪

に
於

け

る
連

帯

の
事
實

に
よ
り

て
、

一
層

深
大
な

る

一
の
法

則
、
即
ち
統

一
の
法
則
を
蜆

破

し
た
の
で
、
要
す

る

に
彼

の
考

へ
る
庭
で

は
、
悪

は
.

匠

別
即

ち
特
殊
的

存
在

の
中

に
在

る

の
で
あ

る
。

ヅ
、

メ
ー
ト

ル
は
「
サ

ン
、

ペ
テ

ル
ス
プ

ル
グ
夜

話
」
の
中

に
左

の
如

く
述

べ
て
居

る
。

「
五
四人

は
宇

宙

を
吟
味
す

れ
ば
す

る
ほ
ざ
、
悪

は
吾

人

の
説

明
し
得

な

い

一
定

の
匠

別

か
ら
生
じ

、
天
養

へ

の
復
路

は

、
均

し
く
吾

人

の
理
解

し
得

な

い

一
定

の
統

一
へ
、
絶

へ
す
書
入

を
推

し
進

め
る

一
の
反

封
の
力

に

依

る
こ
ε
を
、
信

せ
ざ

る
を
得

な

い
ε
思

ふ
。
君

が
さ
ほ
こ
立
涙

に
謹
明

し
た
此

の
功
徳

の
共

同
性

、
韓

移
性

は
、
只
吾
人

の
理
解
し
な

い
此

の
統

↓
か
ら

の
み
生

じ
得

る
の
で
あ

る
。
吾
人

は

一
般

的
信

仰
及

び
人
間

の
自

然
的
本

能
を
反
省

す
る

ε
、
自
然

が
全
く

分
離

し
た

ご
思

は
れ
る
事
物
を

、
人
間

が
結

合
せ

ん
ε
す

る
此

の
傾

向

を
強

く
威

中

る
。
人
間

は
例

へ
ば

一
団

民
、
一
都

市
、
一
團

禮
殊

に

一
家
族

を
、
善

悪

の
性
質

を
有

し
、
善

行

論

叢

傳
統
派
の
融
會
連
帯
思
想

第
十
五
巻

(第
四
號

一九
)

四
九
七

幽



論

叢

傳
航
海
の
肚
會
連
帯
思
想

第
+
五
巻

(第
四
號

二
〇
)

四
九
八

叉
は
悪
行
を
な

し
得

る
、
随

ふ
て
賞
罰
を
受

け
得

る
、

}
の
疸
徳

的
な
特
異
的
實
在
物

ε
し

て
見

る
、
強

き
傾

向

を
有
す

る
の
で
あ
る
。

吾
人

の
相

互
的

一
致

或
は
統

一
は
酒
神

に
於

け

る
吾

人

の

一
致
或

は
統

一
か
ら
生
来
す

る
。

マ
ル
ブ
ラ

ン
シ

ユ
の
見

神
説
は

、
聖

ボ

ー

冒
の
「
吾
曹

は
彼

に
於

て
生
命
運

動
及
び
實
在
を
有
す

る
」
ε
云

ふ
語

の
、

】
の
勝
れ

た

る
註
繹

に
外

な
ら

慮
。

ス
ト

イ
ク
派
や

ス
ピ
ノ
ザ
の

汎
神

説
は
激
此

の
偉
大

な
る
観

念

の

一
腐

敗

で
あ

る
。

時

ε
し

て
は
余

は
此

の
世

の
狭

き
限
界

外

に
飛

び
出

で
た

い
ε
思

ふ
。
余

は
天
啓

の
日

に
先

だ
.ち

て
、
無
限

.

者

の
中

に
余
を
没

し
担

い
ご
思

ふ
。
人
間

の
二
重
法
則

が
消

失
し
、
人
澗

の
二
中
.恥
の

一
が
な
く
な

る
時

に
は
、

人
間

は

コ

」

で
め
る
で
あ
ら

う
。
假
令

吾
人
が
人
間

を
相

互

に
他

に
謝

し
て
考

へ
る
ε
も

、
悪

が
な
く
な
り

て
、
最
早
情
慾

も
亦
箇

人
的

利
益

も
存

し
な

い
で
あ
ら
う

時

に
は
、
人
聞
は

こ
う
な

る
で
あ
ら

う

か
。

一
切

の
思

想

が
慾
望

の
如

く
共
同
的
む

る

で
あ
ら

う
時
、

…
切

の
心

意

が
彼
等

が
他

に
よ

り
て
見

ら
れ

る
如
く

に
自

か
ら

己

れ
を
見

る
で
め
ら
う

時
、
「
我

」
は
如

何

に
な

る
で
あ
ら
う

か
。

一
切

の
佳
人

が
同

一
の
精
髄

に
よ
り
て
貫
通

さ
れ
て
、
相
互

に
貫
通

し
、
幸

福

を
反
映

す

る
で
あ
ら
う
庭

の
、
此

の
天

界
の

エ
ル
サ

レ

ム
を
誰

が
心
中

に
表

現

し
得

る
か
。

同

一
の
廣

さ
を

有
す

る

光

の
景
傑

の
無

限
緻
が
、

ま

さ
し
く
同

一
の
場
庭

に
於

て

合

し
て
来

る

ξ
、
只
無
限

に
輝

く
単

一
な

る
景
像

が
存
す

る
だ
け
で
あ

る
。

さ
は

れ
余

は
人
格
を
蜆
過

し
な

い
様
注
意
す

る
9
人
格

が
な

け

れ
ば
露
魂

不
滅

は
無
意
味

で
め

る
。

し

か
も
余
は
如

何

に

一
切

の
宇
宙

が
、
此

の
神
秘
的
統



「
に
吾

人
を
導

く

か
を
見

る
に
於

て
、
深
く
威

動

さ

れ
ざ
る
を
得

な

い
の
で
あ

る
。

上

に
述

べ
し
如

一
、
傳

統
涙

の
人

々
が
連
帯
及

び
統

一
の
思

想
を
強
調
す

る
に
於

て
は
、
彼
等
は
自

か
ら
更

に

進

ん
で
就
會

問
題

に
燭

れ
ざ
る
を
得
な

か

っ
た
の

で
あ

る
。
-而

し
て
ヅ
、

メ

ー
ト

ル
は
個
人
主
義
的

正
義

に
反
謝

す

る
こ
ε

に
よ
り

て
、
耐
…會
問

題

に
鵠
す

る
同
派

の
消

極
的
方
面
を

表
示

し
た
も

の
ど
認

む
れ
ば
、

ヅ
、
ボ
ナ

ル

は
更

に
其

の
積
極

的
方
面

を
獲
撮

し
た
も

の
ご
認

め
得

ら

れ

る
の
で
あ
る
。

却

説
ヅ
、

ボ
ナ

ル
の
肚
會

思
想

は
、
圭

だ
し

て
彼

が
千
七

百
九
十

六
年

に
公
に

せ
る

「
政
治
的
及

び
宗
激
的
権

力
論
」
(ぴ
p
月
淳
o
奇

警

℃
〇
二く
9
「
も
。
臣

ρ
諺

2

「窪
ロq
諸
夏

)
及

び
千
八
百

二
十
年

に
公

に
せ

る

「
原

始
的

立
法

一

(界

雷
σq
翼
ρ
臨
8

、℃
甑
ヨ
三
ぐ
Φ
)
に
於

て
論

施

さ
れ
て
居

る

の
で
あ

る
が
、
彼

は
先

.つ
コ
革
命

」
の
季
等
親

念

に
反
射

し

て
立

て
た
彼

の
肚
會

の
概
念

を
、
説
述
す

る
こ
亡
に
力

を
注

い
で
居

る
。

彼

の
見
る
腱

に
よ
れ
ば
、哲

學
看

の
最
初

の
謬
見

は
、半
醇

ε
類
似

ε
を
混

同
す

る

こ
ε
で
あ

る
、
如
何
な

る
黙

に
於

て
も
類

似
し
な

い
も

の
は
、
肚

曾

を
形

ア
ァ
キ

ュ
レ
ト

プ
ル
　

ス

成
す

る
こ
ご
が
出

楽
な

い
で
あ
ら
う
。
併

し
能
力

及
び

力

に
於

て
歪
等
な

る
も
の
は
、
結
合

し
て
も

直

に
身
離
す

る
。

つ
ま

り
彼

等
は
只

分
離
す

る
爲

め
に
結
合
す

る
だ

け

で
あ

る
。
榊

ε
入
間

、
叉
人
間

同
士

、
即

ち
意

欲
及

び

行
動

は
類

似

し
て
居

る
.か
、

し
か
も
卒
等

で
な

い
慮

の
貴
注

物
は
、
総

て
只
此

の
類
似

ご
不
孝
等

ε
の
事
實

に
よ

b

て

の
み
、
肚
會

ざ
穂
せ
ら

れ

る
意
欲
及

び
行
動

の

一
膿
系

、

一
の
必
然
的
秩
序

に
於

て
結

合

さ
れ

る
の
で
あ

る

五
口人
若

し
総

て
の
實
在

物
に
於

て
、
意
欲
及

び
行

動
が

雫
等

で
あ

る
・し
想
像
す

る
な
ら

ば

、
肚
會

は
存
立

し
な

い

論

叢

傳
統
涯
の
肚
會
連
帯
思
想

第
十
五
巻

(第
四
號

二
;

四
九
九



論

叢

傳
続
演
の
融
會
連
帯
思
想

第
十
五
巻

(第
四
號

二
二
)

五
〇
〇

で
あ
ら
　
・
其
の
場
合

に
は
総
て
が
張
一
め
る
か
、
又
は
総
て
が
弱
一
あ
る
で
あ
ら
　
。
併
し
肚
會
は
只
張
者
ξ

弱
者

ε
の
關
係
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ヅ
、
ボ
ナ
ル
は
右
の
如
く
に
、
能
力
ε
力
ε
の
不
孝
等

の
結
合
ε
し
て
見
だ
る
肚
會
の
概
念
か
ら
し
て
、
箇
人

の

一
切
の
道
徳
的
本

分
を
演
繹
せ
ん
ε
し
て
居

る
。
彼

の
考

へ
る
庭

に
よ
れ
ば
、
肚
會
に
奉
仕
す
る
こ
ε
が
、
即

ち
義
務

の
遂
行
で
あ
る
ご
云
ふ
意
味

に
於

て
、
道
徳
は
全
然
吐
會
的
な
も
の
に
し
て
、
叉
只
耽
會
的
な
も
の
で
あ

り
得

る
の
み
で
あ
る
。
蕾
に
人
間
が
肚
會
を
作
る
可
き
も
の
で
有
る
だ
け
で
な
K
、
又
肚
會
は
人
間
を
作
る
可
き

も
の
、
詳
し
く
云

へ
ば
肚
會
的
激
育

に
よ
b
て
人
間
を
形
成
す
可
き
も
の
で
あ
る
、
人
間
は
只
祉
會

の
爲
め
に
の
み

存
在
し
、
叉
肚
會
は
只
肚
會
の
矯
め
に
の
み
人
間
を
形
成
す
る
。
さ
れ
ば
人
間
は
彼
が
自
然
よ
り
受

け
た
縛

て
の

も
の
、
及
び
就
會

よ
り
受
け
た
維
て
の
も
の
、
つ
ま
り
人
間
で
あ
る
総
て
の
も
の
、
及

び
人
間

が
有
す
る
絡

て
の

も
の
を
、
只
肚
會

の
奉
仕
に
の
み
使
用
す
可
き
で
あ
る
。

傅
統
涯
は
恐
ら
く
は
、
肚
會
が
人
間
を
構
成
す

る
ご
云
ふ
思
想
を
明
盲
し
た
馬
最
初
の
學
派

(少
な
く
も
佛
國

に
於
て
は
)
で
あ
る
ε
思
は
れ
る
。
而
し
て
ヅ
、
ボ
・ナ

ル
が
更

に
右

の
思
想
を
、
認
識
の
本
有
性
の
批
判
に
よ
り
.

て
基
礎
附
け
て
居
る
こ
底
は
、
性
意
す
可
き
で
め
る
。
彼
の
論
ず
る
威
に
よ
れ
ば
、
吾
人
の
観
念
で
あ
る
庭

の
道

徳
的
眞
理
の
知
識
が
、
本
有
的
で
あ
る
ε
云
ふ
は
、
足

れ
箇
人
に
就

て
云
ふ
可
趣
で
な
く
、
肚
合

し
就
て
云
ふ
可

き
で
あ
る
。
節
ち
道
徳
的
眞
理
の
知
識
は
箇
人

に
於
て
本
有
的
で
あ
る
の
で
な
く
、
肚
曾

に
於
て
本
有
的
で
あ
る



の
で
あ
る
。
而
し
て
実

れ
は
道
徳
的
眞
理
の
知
識
は
、
総
て
の
箇
人
に
於
て
存
在
す

る
の
で
な

い
が
、
之
れ
に
反

毛
て
総
て
の
吐
會

に
於
て
大
な
り
小
な
り
存
在
せ
ざ
る
を
得
な
い
(蓋
し
何
等
か
の
道

徳
的
眞
理
の
知
識
な
く
ば
、

肚
會
の
如
何
な
る
形
膿
も
成
立
し
得
な

い
か
ら
で
あ
る
)
ε
云
ふ
意
味
に
於
て
罫
あ
る
。

併
し
ヅ
、
ボ
ナ

ル
の
論
ず

る
威

に
よ
れ
ば
、
假
令
箇
人
鳳
其
の
形
成

の
理
由
に
よ
り
て
、
本
来
肚
會
に
奉
仕
す

可
き
も
の
で
あ
る
こ
す

る
も
、
夫
れ
が
矯

め
に
箇
人
の
道
徳
的
本

分
は
報
酬
な
き
犠
牲
を
、
箇
人
に
課
す
る
ε
云

ふ
結
論
を
生
す

る
の
で
な

い
。
肚
會
釣
瓶
態
は
、
完

全
な
る
獲
達

に
到
着
せ
る
家
族
的
状
態

に
外
な
ら

阻
。
さ
れ

ば
家
族

の
連
帯
性
は
其
の
総
て
の
度
合

に
於
て
、
肚
會
に
於
て
存
在
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
暴

れ
経
済
學

者
が
第
十
八
世
紀
哲
學
の
唯
物
主
義
的
原
理

に
患
賃
な
る
こ
ピ
に
よ
り
て
、
故
意
に
看
過
せ
る
黙
で
あ
る
。
「
近
世

国
家
に
於
て
は
、
事
物
の
管
理
は
人
間
の
管
理
を
墜

し
て
完
成
さ
れ
、
而
し
て
人
々
は
精
神
的
な
る
も
の
よ
⇔
も

遙

か
に
多
く
、
物
質
的
な
る
も
の
に
力
を
注

い
で
居

る
。
人
々
は
旅

し
器
械
を
獲
明
す

る
こ
ε
を
重
要
覗
し
、
而

し
て

一
団
家
に
於
て
人
間

の
産
業
を
助
け
る
爲
め
の
器
械
が
増
加
す
れ
ば
す

る
ほ
こ
、
輩

に
器
械

に
過
ぎ
な

い
入

間
が
益

々
増
加
す

る
ご
云
ふ
事
に
注
意

し
て
居
な
い
。
ア
ダ
ム
、

ス
ミ
ス
自
身
が
そ
う
で
あ
る
。
彼
の
著
作
は
賢

に
此
の
物
質
的
及
び
唯
物
主
義
的
學
説

の
聖
書
で
あ
る
。」

勢
働
者

が
益
々
器
械

に
支
配
さ
れ
る
こ
ε
、
及
び
階
級
間

に
連
帯
の
鉄
け
る
こ
ε
か
ら
し
て
、
経
済
的
均
衡
が

破
れ
て
来
た
。
暴
れ
窮
民
が
必
然
的
に
増
加
し
、
肚
會
を
危
険
な
る
歌
態
に
陥
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
近
世
政
府
は

工
場
、
.碧
移
、
享
樂
殊
に
人
日
の
益

々
増
加
せ
ん
こ
ε
を
欲
し
、
而
し
て
貧
困
を
根
絶
せ
ん
ご
求
め
る
。
夫
れ
は

論

叢

傅
航
海
の
泄
會
連
帯
思
想

第
+
五
巻

(第
四
號

二
三
)

五
〇
一

ト



「

'

論

叢

傅
統
滋
の
肚
會
連
帯
思
想
.

.

第
+
五
牲

(第
四
號

二
四
)

五
〇
二

つ
ま
り
原
因

を
望

み
て
、
結
果
を
避
け

ん

ε
す

る
事

で
あ

る
。
亘
人
な

る
富

豪

の
最

ご
も
多

く
存
在
す

る
隊
洲

の

諸
國

は
、
.叉
貧
民

の
最

ε
も
多

く
存
在
す

る
國

で
み

る
。
世
人
は
此

の
黙

に
考
を
及

ぼ
し

て
居
な

い
。
今

や
欧
洲

に
於

け

る
肚

會

は
紫
魁
崩
壊

の

一
状

態

に
あ
る
の
で

あ

る
。」

さ
れ
ば
乱肌
曾
的
原
理

へ
の
復

路
は
、
精
神
的

方
面

に
於

け

る
如

く
、
又
物
質
的
方

面

に
於

て
も

、
連
帯

の
政
策

を
實

行
ず

る
こ
ε
を
要
す

る
。「
国
家
は
純
濟
的

な
事

柄

に
於
て
、

一
定

の
任

務
及

び
義
務

を
有

し
、
若

し
之
を
怠

れ
ば
総

て

の
秩
序

は
傷

害

さ
れ
る

の
で
あ

る
。
」
「
政

府

は
蕾

に
公
人

の
指

揮

に
當

る
の
み
な
ら
す

、
術

ほ
叉

公
物

の
管
理

に
も
當
ら
ね
ば
な
ら

兎
口
見
捨

ら

れ
た
る
総

て
の
物

、
何

れ
の
家
族

に
も
旙

せ
す

、財

産
を
有

せ
す

、
叉
少

な
く
も

正
當

な
勢
働

に
よ
り
て
財
産
を
獲
得
す

る
手

段

或
は
意
志

を
宿
せ
す

し
て
、
見
捨

て
ら

れ
た
る
総
て

の
人

々
は
縄

て
の
家
族

に
矯
す

る
、
或
は
入
間

の
爲

め
に
圖
り

、
公
益

の
爲

め
に
物

を
利

用
す

る
國
家

に
臆
す

る
。
」

「
此

く
て
捨
児

、乞

食
、
浮
浪
人

及
び
無
頼

漢

、
井

に

一
般

に
家

族
を
有

せ
す
、
或

は
他

人
の
家
族

に
迷
惑
を

か

け

る
総

て

の
人

々
は
、
国

家
の
大

家
族

に
麟

し
、
而

し
て
彼
等
が
訓
練

、激

育
、
勢
働
及

び
生
活
資

料
を
與

へ
ら

れ

る
救
濟
所

或
は
感

化
院

に
、

一
時

或
は
終
生

収
容

さ
れ
ね
ば

な
ら

漁
。」

「
国

家
は
弱

き
人

々
、
見
捨

て
ら

れ
た

る
人

々
に
謝

し
で
、
父

の
義

務
を
盤

く
す

こ
ε
に
よ
り

て
、
叉
其
筈

の

人

々
に
謝

し
て
権

力
を
獲

得

し
、
彼
等

を
し

て
彼
等

の
力

、
及

び
彼
等

の
能
量

に
慮

じ

て
、
国
家

の
必
要

に
奉
仕

さ
せ
る

こ
ピ
が
出
来

る
。
」
.

■

「
国
家

は
絡

て

の
市
民

に

於

て
も
、、
男

女
夫

れ
去

れ

に
適

當
な

る
生

業
の
獲

蓮
、
及

び
各
人

が
依
て

以
て
其

の



'

業
務

に
從
ふ
を
得

る
威

の
、
叉
総
て
の
家
族

が
依
て
以
て
或
財
産
を
獲
得
し
得
る
庭
の
、

一、切
の
自
然
的
及
び
獲

得
的
手
段
の
使
用
を
可
能

な
ら
し
め
、
且

つ
助
長
す

る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
夫
れ
が
矯
め
に
国
家
は
學
校
、
警
察

所
、
美
術
館
、
水
陸
の
交
通
機
關
等
を
建
設
す
る
で
あ
ら
う
。
国
家
は
人
々
の
生
命
の
安
全
、
住
所

の
衛
生
、
生
活

資
料
の
富
豊
な
る
こ
ε
に
注
意
し
、
努
力
す
る
で
あ
ら
う
。
要
す

る
に
国
家
は
其
の
任
務
を
遂
行
す
る
矯
め
に
、

人
々
の
娯
樂

に
劃
し
て
は
少
し
く
、
彼
等

の
必
要
に
謝
し
で
は
十
分
に
、
而
し
て
彼
等
の
徳
の
爲
め
に
は
総
て
を

成
し
遂
げ
る
で
あ
ら
う
o
」

以
上
述

べ
摩
り
し
庭

に
よ
り
て
見
れ
ば
、
傳
統
振
は
既

に
其
の
創
設
看
た
る
ヅ
、
メ
ー
ト
ル
や
ヅ
.
ボ
ナ

ル
に
於

て
も
、
完
全
な
る
肚
會
的
及
び
政
治
的
復
興
の
條
件
を
規
定
す
る
爲
め
に
は
、
道
徳
的
秩
序
の
名
に
於

て
、
窮
民

問
題
を
提
出
し
、
利
益
の
自
然
的
調
布
の
原
理
を
排
し
て
、
組
織

さ
れ
た
る
耐
會
連
帯
を
樹
立
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
め
る
。

つ
ま
り
彼
等
は
血
會
問
題

に
鰯
れ
る
こ
ε
な
し
に
は
、
肚
會
的
及
び
政
治
的
復
興
を
考

へ
得
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
彼
等
の
復
古
主
義
は
軍
純
な

る
復
古
主
義
で
は
な
く
、
肚
會
的
政
造

の
意
義
を
包
含

す

る
復
古
ま
義
で
あ

っ
た
ご
云
ふ
事
が
出
来

る
。
彼
等
は
復
古
に
よ
り
て
肚
會
連
帯
を
確
立
し
、
以
て
労
働
問
題

を
も
解
決
せ
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
労
働
者
階
級
が
帳
台
資
本
家
の
掠
奪
に
放
任

さ
れ
な
く
こ
も
、
少
な

く
も
自
由
競
争
に
放
任
さ
れ
て
居
る
肚
會
は
、
棄
齪
崩
壊

の
状
態

に
あ
る
こ
ε
を
宣
吉
し
、
国
家
は
人
の
爲
め
に

圖
b
、
公
益
の
矯
め
に
物
を
利
用
す
可
き
も
の
な
る
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
彼
等
は
根
本
的
な
る
解
決
は
、

只
血
會

が
厳
密
な
る
道
徳
的
、
知
力
的
及
び
宗
激
的
統

一
に
導
き
蹄

へ
さ
れ
る
聴
に
の
み
、
只
世
俗
的
権
威
が
心

論

叢

傅
統
泥
の
辻
留
連
帯
思
想

.

第
+
五
巻

(第
四
號

二
五
)

五
〇
三

、



」

論

叢
.

傅
統
涯
の
就
會
連
帯
思
想

第
十
五
巻

(第
四
號

二
六
)

五
〇
四

聖
的
権

威
ご
同
様

に
位
階
的

に
組
織

せ
ら

れ
、
且

つ
漣
奉

さ
れ
る
時

に
の
み
、
只
箇

人

の
肚
會
的
本

分

が
全
然
其

の
道
徳
的
本

分
で
あ

る
時

に
の
み
、
到

達
さ
れ

る
も

の
な

る
を
強
調

し
だ
の

で
あ

る
。
而

し
て
其

筈

の
思
想

は
如

何

に
含

蓄
す

る
威
人

な

る
や
は

、
少

し
く
注

意
し

て
考
察
す

れ
ば
、
直

ち

に
観
破

さ
れ
る
の
で
、
之
を
ヅ
、

メ

ー

ト

ル
や

ヅ
、
ボ
ナ

ル
に
於

て
見

る
が
如

き
.
法

王
主

義

及

び
君
主

主
義

の
混
合

か
ら
浄
化

し

て
、
其

の
含
蓄

内
容

を
近
代
的

に
獲
展

さ
せ
る
こ
ε
が
、
次

の
思
想
家

の
任

務

で
あ

っ
た

、
而

し
て

コ
ン
ト
の
糺肌
會
學
或

は
肚
會
哲
畢

も
、

つ
ま
り
は
其

の
近
代
的
獲

展

の

一
種

蓬
見
倣

し

得
ら

れ

る
の

で
あ

る
が
、

コ
ン

ト
ご
同

じ
頃
.に
、
廣
義

に

て

は
傅
読

振

の

一
大
哲
學
者

ε
見

倣

さ
れ
て
居

る
ラ
メ

ソ

子
一
も
亦

之
を
企
だ
て

、
居

た
。

一フ
メ

ソ
子
-
は
傳
統

涯

の
根
本

原

理
を
承

認
し
て
居

る
が
、
或

は
其

の
創
設

者
の

一
人

で
あ
る
が
、
併

し
遂

に
は

カ
ト
リ

ッ
ク
激

の
激
義

や
貴
族

主
義

に
拘
束

さ
れ
な
く
な

つ
こ
ε

に
よ
り

て

、
其

の
根
本

原
理

を
最

蓬
も
徹

底
的

に
展
開

さ
せ
、
ヅ
、
メ

ー

ト
ル
や

ヅ
ボ
ナ

ル
巴
は
異
り

て
、
泄

會
的
践
主
主

.義
に
進

ん
だ
。
彼

は
.傳

続
主
義

か
ら
肚

會
主
義

へ
橋
を
架

け

た
人
、
或

は
佛
國

肚
會
主
義

の
重
要
な

る

一
先
畳
音

ε
認

め
ら

る
可

き
で
あ
る
。
.

京
都
帝
国
大
事
の
聞
書
館
及
び
研
究
室
に
11
・
ヅ
、
メ
ー
ト
ル
の
著
作
に
か
な
り
所
蔵
さ
れ
て
居
る
が
、
ヅ
、
ボ
ナ
ル
の
著
作
11
}腸
も
所
蔵
さ
れ

て
居
な
い
。
叉
、
ヅ
メ
ー
ト
ル
の
著
作
中
で
も
、
彼
の
融
會
哲
華
々
研
究
す
る
爲
め
に
重
要
な
ろ
或
も
の
ば
所
載
さ
れ
て
居
な
い
。
そ
れ
ぐ
本
節
に

於

て
説
蓮

下
る
庭

-・
・
傳
統

滋
の
哲
學
な
論
究
す
諸

書

々
参
考
し
、
殊

に
フ

言

ズ
氏
及

び
リ

シ
ヤ

ル
氏

の
著
書

ド
よ
り
て
書

い
た
の
で
あ
ろ
。

街
ほ
次

の
鋤

に
於

て
ラ
メ

ン
子
1
の
油
倉
哲
學

た
論
述
す

う
に
當

っ
て
も
、
矢
張
り
宥
の
諸
書

に
惣
つ
た
の
で
あ
る
。
是
れ
ラ
メ

ン
子
1

の
著
作
中

く

哲
學
上
重
要
な
る
も
の
に
文
學

に
所
藏

さ
れ
て
居

ろ
が
・
特

に
彼

の
耐
會
哲
學

奄
研
究
す

る
に
必
要
な

み
も

の
は
「
一
信
者

の
言
葉

」
の
外

は
、
所
藏

さ
れ
急

な

い
か
ら
で
あ

る
。
(
未

完

)


